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構成メンバーは古川教授をチーフに小沼 (助手 ),長谷川 (技官 ),酒庭 (M2),


















o 疲れき裂の発生およびその進展挙動に及ぼす浸炭硬化深さの影響 (M2,酒庭 )
o 疲労強度に及ぼす組織的不均一とくに硬化層のマルテンサイ トとオーステナイ ト
の影響 (Ml,工藤 )
o 鋼材の熱処理変化について (Ml,大友 )
o ころがり接触疲労に関する研究
｡ 高周波焼入材の疲労強度に及ぼす芯部の硬さおよび組織の影響

























































































































(2) 化合物半導体の光電効果 (a) 〟-Ⅵ族薄膜;現在はZnTeや ZnxCdl_x
Teを扱い,-テロ接合の研究をしています｡ (b) カ′レコパイライ ト形結晶;∫-Ⅵ族
に類似な ト 正一Ⅵ2族カ′レコパイライ ト形結晶を4年程前から始めています｡大きな結
晶を得にくいのが難点で,単結晶育成に力を注いでいます｡
(3) 薄いAP203膜を通しての電気伝導;トンネルトランジスタの基礎研究として,
Aeにはさまれた薄いA2203絶縁膜の電気伝導 (トンネル電流)を調べていますo 薄
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い膜厚の測定が困難であったことが,一つの問題点になりますが,エリプソメトリによ
る膜厚測定が,ほぼ確立してきました｡
以上,1977年 10月現在で紹介いたしました｡
(小林 記 )
○ 電子工学科 丸山研究室
本研究室は昭和40年今津信吾教授 (覗,広島大工学部教授)の本学赴任に伴い 弱電
離プラズマの研究室として発足した｡
同教授の転出により,現在の研究室の構成メンバーは丸山武男 (助教授 ),高野三郎
(技官),山村康弘 (M2)及び学部4年生 5名である｡
当研究室では主として磁界中陽光柱内の低周波波動に関する研究を行っている｡
(1) らせん形不安定性に関する研究
磁界中陽光柱内で発生するらせん形不安定性の摂動項を有限振幅とし,かつ荷電分
離を仮定して電子密度の定常分径方向分布に及ぼすらせん形不安定性の効果を理論的
に解析し,実験との対応もよいことを示した｡
更に,らせん形不安定性の発生がプラズマの内部磁界に及ぼす効果の理論的解析を
行い,臨界磁界付近において,らせん形不安定性q)発生によって生ずる内部磁界は印
加磁界と同方向となり,プラズマの反磁性が弱められることを定性的定量的に示し実
験とも一致することが示されたO
(2)電離波動に関する研究
低電離の陽光柱内で発生する電離波動の縦磁界中での伝搬特性を解明するため,準
安定原子の存在を考慮して波動の分散特性を求め,実験との対応を試みている｡
放電条件に対応したプラズマパラメータを一義的に択定し,それらプラズマパラメ
ータの磁界依存性を明確にし,その点から電離波動に及ぼす磁界の効果を明らかにす
るのが目的である｡
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○ 工業物理学講座 (共通講座)
スタッフは脇屋 (教授),広野,合田(助教授),須田(助手),長部 (教務員),中
島(技官)であり講座と云うには大きいグループであるが,現在学部全体(1学年約400
名)の各学科学部生及修士大学院生とに,物理学各論及物理実験の基礎と多少の応用を
教えており,学部全体-のサポートと云う意味ではかなりのデューティを持っている｡
研究に関してはそれぞれ皆違う事をやる人達が集っており,此の点では一人-研究室
に近いと思われる｡
脇屋は,流体力学の理論的取扱いの中でも終始極めて遅い運動に関心を持ち,ス トー
クスの方程式を対象に懸濁流等種々の具体的場合に解を求めることに努力している｡特
に近年は流れの詳細な挙動に興味を持ち,幾っかの場合の厳密解を求めた｡
広野は,大気放射並びに大気分光に関心を持っており,スペクト/レ線の Iineshape
に関する問題に携わっている｡この分野は大気大循環に関連して発達してきたのである
が,それに伴う最近の人工衛星による遠隔探査および惑星大気の研究の発達は目覚まし
い｡
合田は,主に非周期系の格子振動及電子状態に関心を持っており,近年はセル型不規
則系に関しハミルトニアンの非対角項及対角項のランダムネスと短距離秩序を考慮する
理論を提出している｡ 又この種の系を調べる事により合金等に関する問題の他,更に構
造型不規則系の研究-の足場が得られるのではないかと考えており,最近は coarse一
grainedquantity と短距離秩序に関する枚田の定理の拡張に注意をはらっている｡
(以上各自に原稿を書いてもらい合田がまとめた｡)
後 記
この原稿が読者の目に触れる頃長岡は末だ深い雪の中でしょうか｡長岡工専時代から
の歴史を持っこの工学部も数年後には新潟市五十嵐浜の新しいキャンパスに統合移転す
る予定です｡ 54年度から移転が始 り,これは当工学部にとってかなり大きな出来事で
す｡研究や教育に関しても一つの転期を迎えているのかもしれません｡最後になりまし
たが,多忙の中快よく執筆を引き受けて下さいました研究者諸氏に感謝致します｡原稿
は専門語に関するものの他は自由に書いてもらい,並べ方は世話人が行いました｡
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